広報資料

インディアケム２００６へのゲストカントリー参加の決定について
平成１８年３月８日

経　済　産　業　省
日本政府は、２００６年１１月にインドのムンバイで開催される化学・医薬品産業の国際展示会「インディアケム２００６」について、昨年６月にインド政府及びインド商工会議所連盟（ＦＩＣＣＩ）からゲストカントリー参加の要請を受けていたところ。

経済産業省はＪＥＴＲＯ・日本商工会議所等の関係機関との協議、業界団体・企業の意向調査等を実施した結果、十分な出展企業が見込める等、実効性のある対応が可能との見通しが立ったことから、２月末にインド政府にゲストカントリー参加を了承することを正式に伝えた。

近年、高い経済成長を誇るインドは、消費需要の拡大、工業化の進展により、医薬品・肥料・基礎化学品等の需要は、中長期的に中国に次いで急速な拡大の見込まれる有望市場のひとつとして期待されている。インド化学品市場の拡大、インド化学産業の発展は、我が国の化学企業にとって、ビジネス拡大の好機となるものであり、インド市場に関心のある多くの日本企業が、インディアケム２００６でゲストカントリーとして厚遇される機会を利用して、将来の事業展開に向けた足掛かりを築くことが期待される。

１．インディアケム２００６について
（正式名称：4th International Exhibition and Conference on Chemicals, Petrochemicals and Plastics, Pharmaceuticals, Technologies, Process Plant Machinery, Control and Automation systems）
· ２００６年１１月８日～１０日にムンバイで開催予定。
· 化学品を中心とした国際展示会。期間中、化学品全般、医薬品、関連プラント・機器などに関する展示、技術セミナー、商談会・懇談会、カンファランスを実施。
· India Chem 2000（2000年10月）は米国がパートナーカントリーとして参加し、米国から４５企業が参加。India Chem 2002（2002年9月）はドイツがパートナーカントリーとなり、３３企業が参加。India Chem2004（2004年11月)は日本がパートナーカントリーとして参加し、３２企業・団体が出展し、全体で１６ヶ国から２５５企業・団体が出展。
〔ホームページ：http://www.indiachem2006.com/indiachem2006/〕
２．ゲストカントリー参加について

· ゲストカントリーである日本からの出展企業は、広報面等で厚遇される。
· 日本企業の共同参加を支援するための事務局を設置し、日本商工会議所の日印経済委員会・常設委員会の下に「インディアケム２００６準備委員会」を設置する。

＜問い合わせ先＞
経済産業省製造産業局化学課　杉原井・馬場
TEL: （０３）３５０１－１７３７    Email: baba-fumiko@meti.go.jp

＜共同参加の出展申込み等連絡先＞

貿易振興サービス（株）　加々見・三戸（サンドア内）　　

TEL: （０３）５７７５－５３５５    Email: kagami@sundoor.jp
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